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初
夏
の
候
、
陽
射
し
が
強
く
な
り
、
暑

さ
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
同
窓
会
活
動
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

去
る
四
月
二
十
四
日
、
グ
ラ
ン
パ
レ
ー

京
岩
に
て
平
成
三
十
年
度
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
う
え
、
す
べ
て

の
提
出
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
支
部
長
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
元
よ
り
こ
の

よ
う
な
大
役
は
不
慣
れ
で
、
経
験
も
浅
く

支
部
長
の
器
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本
会

役
員
の
方
々
の
ご
支
援
と
会
員
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
度
の
事
業
方
針
の
ひ
と
つ
目
は
、

会
員
様
に
各
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
会
員
相
互
の
交
流
を
図
り

本
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
魅
力
あ
る
事
業
の
企
画
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
た
つ
目
に
、
地

域
に
根
差
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、
世
間
に
本
会
を
広
く
周
知
し
て 

        

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
三
つ
目
に
、
サ
ポ

ー
ト
隊
と
連
携
し
て
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
の
学
生
募
集
に
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

以
上
の
三
つ
を
本
年
度
の
方
針
と
し
て

本
会
を
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

先
日
あ
る
Ｔ
Ｖ
番
組
で
、
老
後
の
寝
た

き
り
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
禁
煙
、
運

動
、
肥
満
解
消
な
ど
よ
り
も
、『
人
と
の

つ
な
が
り
』
や
『
人
に
親
切
に
す
る
』
が

一
番
の
効
果
が
あ
る
と
の
放
送
を
し
て

い
ま
し
た
。
『
人
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち

親
切
に
す
る
こ
と
』
で
、
体
内
の
炎
症
作

用
が
低
下
し
て
、
筋
肉
や
血
管
の
老
化
を

遅
ら
せ
、
寝
た
き
り
の
予
防
に
な
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
放
送
を
見
て
い
て
、
私

達
の
レ
イ
大
の
同
窓
会
活
動
は
寝
た
き

り
の
予
防
に
な
り
、
健
康
寿
命
を
長
ら
え

る
効
果
が
あ
る
の
で
は
と
意
を
強
く
し

た
し
だ
い
で
す
。 

今
後
と
も
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

各
事
業
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
で
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
就
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

平成 30・31年度 湖北支部新役員のご紹介 

湖北支部長 北村 喜代嗣 副支部長 総務担当  高橋 静子 

副支部長  地域活動担当  大塚 忠夫 副支部長 体育担当  土川 豊男 

副支部長  研修担当    富永 洋司 副支部長 広報担当  木田 勝幸 

平成 30・31年度 湖北支部担当幹事さんのご紹介 

地域・学区 幹事名 会員 地域・学区 幹事名 会員 地域・学区 幹事名 会員 

長浜学区 1 中川 孝 6 湖北町管内 杉田 信男 4 入江 地区 中川 善雄 4 

長浜学区 2 三俣 繁美 5 虎姫町管内 渡邊 徳成 11 梅ケ原地区 草川 洸治 9 

長浜学区 3 川村 敏夫 9 高月小学区 新道 貞雄 10 息郷 地区 土川 豊男 6 

神照学区 1 大谷 利春 8 古保利七郷 西川 益美 10 醒ヶ井学区 中村日出夫 9 

神照学区 2 鍋 敏子 10 富永小学区 高橋 静子 9 坂田西学区 高橋勘太郎 17 

六荘神田学区 久保田幸雄 11 木ノ本管内 1 長谷川美好 8 坂田東学区 池野 忠勝 12 

南郷里学区 三國喜代志 10 木ノ本管内 2 富永 洋司 9 息長 学区 木田 勝幸 11 

北郷里学区 大塚 忠夫 6 余呉町管内 平野 敏行 6 大原 学区 西堀 幸 8 

西黒田学区 清水 裕女 3 西浅井管内 増谷 綱一 3 柏原 学区 岩崎 文松 9 

びわ地区北 馬淵 良一 7 下多良地区 竹林 春雄 3 東黒田学区 西岡 孝士 7 

びわ地区南 中川 晴男 9 駅西部地区 児玉 嘉明 9 伊吹 管内 小寺 君江 4 

浅井ブロック 伊吹 綾子 6 駅東部地区 松村 武温 4 計  272 

         

定
期
総
会
を
終
え
て 

湖
北
支
部 

支
部
長 

北
村 

喜
代
嗣 
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平成 30 年度 収支予算書 

自・平成３０年４月１日 ～ 至・平成３１年３月３１日 

収入の部 単位：円 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増減額 摘   要 

繰 越 金 205,819 118,273 △ 87,546 
 

会   費 439,000 408,000 △ 31,000 1 人 179 人、夫婦 14 組、(39 期)8 人 

支部総会費 129,000 140,000 11,000 4,000 円×35 人 

特別 会費 313,300 500,000 186,700 
Ｇ・Ｇ 100,000 円 

研 修 400.000 円 

利   子 3 10 7 通帳利息 

雑 収 入 11,785 
 

△ 11,785 
 

合   計 1,098,907 1,166,283 67,376 
 

支出の部 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増減額 摘  要 

支部 総会費 188,385 200,000 11,615 議案書・懇親会費 

本部 総会費 10,000 10,000 0 出席者交通費補助 

本部  会費 118,000 107,500 △ 10,500 本部会費 500 円×215 名 

会  議  費 160,677 100,000 △ 60,677 会議他、幹事交通費補助 

体育･研修費 335,646 500,000 164,354 

本部・支部 

Ｇ・Ｇ 100,000 円 

研 修 400,000 円 

会 報 費 36,322 50,000 13,678 会報等 

慶 弔 費 49,700 60,000 10,300 物故者香典等 

通 信 費 25,543 30,000 4,457 連絡郵便費・振込料 

雑   費 7,561 10,000 2,439 資料作成コピー・文具 

予 備 費 48,800 98,783 49,983 各大会補助・会場費等 

合   計 980,634 1,166,283 185,649  

     
平成 30 年度 事業計画 

１．事業方針 (1)会員へ各事業への積極的な参加を呼びかけ、支部の活性化を図る 

(2)湖北支部としての地域活動により、本会の存在を広く周知する 

(3)米原校のサポート隊と連携し、レイカディア大学校の学生募集に積極的に協力する 

２，主な事業計画  

部 会 月 日 事業の内容 開催場所 

事務局 
４月２４日（火） 平成 30 年度支部総会 グランパレ－京岩 

 ５月１６日（水） 

 

平成 30 年度本部総会 長寿社会福祉センタ－（レイ大草津校） 

体育部 

６月４日（月） 春季グランドゴルフ大会 

 

長浜バイオ大学ド－ム 

 秋季グランドゴルフ大会 健康浅井パーク（予定） 

 ４支部グランドゴルフ大会（湖東支部）  

広報部  会報「こほく」発行 年３回発行、原稿募集しています 

研修部 
10 月 26 日（金） 日帰り研修バス旅行 名古屋方面（予定） （詳細は決まり次第ご案内します） 

 地域歴史探訪  

地域活動部 

１１月 14 日（水） 

予備日 16 日（金） 

校庭樹木の選定 

校舎内の整備、補修を検討 

県立長浜擁護学校 

（詳細は決まり次第ご案内します） 

 びわ湖清掃 美しい湖国をつくる会 
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北
村
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
ル
ー

ル
説
明
や
注
意
事
項
を
受
け
体
育

部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
Ａ

Ｂ
Ｃ
３
班
に
分
か
れ
、
３
ゲ
ー
ム
24

ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー
ク
マ
ッ
チ
プ
レ

ー
で
行
わ
れ
た
。 

                            

     

日
頃
鍛
え
た
技
を
生
か
し
競
い

合
う
中
に
も
笑
い
も
あ
り
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

参
加
者
は
61
名
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
は
８
名
で
し
た
。 

                             

                  

※
優
勝
・
準
優
勝
の
お
二
人
に 

投
稿
頂
き
ま
し
た 

   
 

私
は
レ
イ
大
22
期
生
で
卒
業
し

て
も
う
す
ぐ
、
20
年
に
な
り
ま
す
。

満
83
才
。 

現
在
、
私
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
と
瓢
箪
作
り
、
家
に
居
る
と
き
は

耳
が
少
々
遠
い
（
携
帯
の
着
信
音
が

胸
の
ポ
ケ
ッ
ト
な
ら
聞
こ
え
る
が

ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
は
だ
め
）
た
め
テ

レ
ビ
は
ニ
ュ
ー
ス
や
相
撲
位
で
、
ド

ラ
マ
等
は
一
切
見
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
（
出
来
ま
せ
ん
が
正
し
い

か
？
）
。
そ
の
時
間
帯
は
頭
の
体
操

に
と
ク
イ
ズ
「
ナ
ン
ク
ロ
」
を
や
っ

て
い
ま
す
。 

一
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
県

Ｇ
Ｇ
協
会
の
会
員
（
＝
日
本
Ｇ
Ｇ
協

会
会
員
）
を
平
成
15
年
よ
り
連
続
し

て
16
年
日
。
も
ち
ろ
ん
在
所
で
の
Ｇ

Ｇ
、
近
江
Ｇ
Ｇ
連
盟
、
米
原
市
Ｇ
Ｇ

協
会
そ
し
て
長
浜
ド
ー
ム
等
の
月

例
や
大
会
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
で

月
平
均
10
日
前
後
は
Ｇ
Ｇ
の
日
々

で
す
。 

二
．
瓢
箪
作
り
。
こ
れ
も
、
も
う

20
年
位
に
（
一
時
期
２
～
３
年
止
め

た
時
期
も
あ
っ
た
が
）
な
り
ま
し
ょ

う
か
。
瓢
箪
も
色
々
の
種
類
が
あ
っ

て
ミ
ニ
、
千
成
、
百
成
、
十
成
、
大

瓢
、
長
瓢
、
つ
る
首
、
イ
ボ
、
だ
る

ま
瓢
他
色
々
。 

今
年
も
長
瓢
、
十
成
、
イ
ボ
、
平

成
と
４
種
20
株
あ
ま
り
作
付
け
し

ま
し
た
。
こ
の
頃
は
蔓
の
伸
び
る
盛

り
で
毎
日
畑
へ
通
う
日
々
。
出
来
た

瓢
箪
は
あ
ち
こ
ち
へ
と
、
時
に
は
小

学
校
の
教
材
に
し
て
み
た
り
。 

 
    

三
．
ク
イ
ズ
の
本
も
色
々
。
漢
字

パ
ズ
ル
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
、
ナ
ン
ク

ロ
、
ス
ケ
ル
ト
ン
、
ナ
ン
プ
レ
等
で

や
り
だ
し
た
ら
切
り
が
な
い
位
。
こ

の
頃
は
ナ
ン
ク
ロ
を
主
体
に
月
１

～
２
冊
位
（
１
冊
70
～
１
０
０
問
）

は
し
て
い
ま
す
。
魅
力
の
一
つ
に
正

解
の
場
合
、
勿
論
抽
選
で
は
あ
り
ま

す
が
賞
品
が
付
く
事
で
、
過
去
現
金

２
万
円
を
始
め
グ
ル
メ
千
円
券
十

枚
、
図
書
券
３
千
円
等
が
当
た
リ
一

寸
や
み
つ
き
に
な
っ
て
ま
す
。 

以
上
の
運
動(

Ｇ
Ｇ)

。
自
然
と
の

付
き
合
い
（
瓢
箪
作
り
）
。
頭
の
体

操
で
ボ
ケ
防
止(

ク
イ
ズ)

と
の
３

本
柱
で
あ
と
十
年
く
ら
い
健
康
寿

命
を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
？
。 

      

先
ず 

老
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ

ル
フ(

以
下
Ｇ
・
Ｇ)

を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
切
っ
掛
け
か
ら 

10
年
程
前
突
然
左
臀
部
に
鈍
痛

あ
り
。
何
の
憶
え
も
な
い
の
に
筋
肉

痛
か
と
放
っ
て
お
い
た
。
10
日
も
経

つ
の
に
痛
み
が
和
ら
ぐ
ど
こ
ろ
か

左
足
甲
が
痺
れ
て
来
た
。
慌
て
て
か

か
り
つ
け
医
院
に
走
り
診
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
言
下
に
加
齢
に
よ
る

「
坐
骨
神
経
痛
」
と
宣
告
さ
れ
た
。 

ど
の
よ
う
な
も
の
か
全
く
知
ら

ず
心
配
な
ら
ば
名
医
を
紹
介
す
る

と
言
わ
れ
、
１
ケ
月
後
大
津
市
民
病

院
の
宝
子
丸
先
生
を
訪
ね
た
。 

Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｔ
撮
影
の
結
果
「
脊
柱
管
狭

窄
症
」
と
診
断
を
う
け
た
。
初
め
て

聞
く
言
葉
に
て
い
ろ
い
ろ
尋
ね
最

終
的
に
は
１
０
０
ｍ
歩
く
の
に
10

回
休
憩
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
手

術
を
考
え
よ
う
と
説
明
を
受
け
た
。 

そ
れ
迄
は
暇
が
あ
る
と
ゴ
ル
フ

の
打
ち
っ
放
し
練
習
で
１
回
３
０

０
～
５
０
０
球
を
打
ち
込
み
、
月
に

何
回
か
近
く
の
ゴ
ル
フ
場
へ
友
人

と
出
掛
け
て
い
た
が
上
記
の
症
状

が
出
て
か
ら
は
50
回
程
ス
ウ
イ
ン

グ
す
る
と
左
足
が
火
照
り
痺
れ
が

酷
く
な
つ
た
。 

医
者
に
相
談
す
る
と 

そ
の
よ
う

な
強
い
腰
の
回
転
を
要
す
る
運
動 

順 位 氏  名 スコア Ｈ１ 

優 勝 松岡 純次 ４４ ３ 

準優勝 増谷 綱一 ４８ ２ 

３ 位 北村 宗吾 ５０ ２ 

４ 位 広田 正和 ５３ ２ 

５ 位 久木 幸子 ５３ ２ 

    

第
24
回 

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

６
月
４
日 

長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム
に
て 

残
り
の
人
生
は
？ 

松
岡 

純
次 

 

坐
骨
神
経
痛 

＆  

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
考 

増
谷 

綱
一 

左から優勝、準優勝、３位、４位、５位入賞者

の順 

成績優秀者 

開会式にて支部長挨拶 

更新された電光掲示板にレイ大同窓会湖北支部の文字 
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が
一
番
悪
い
と
注
意
さ
れ
ゴ
ル
フ

を
断
念
。 

        

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ぶ
ら
ぶ
ら
し

て
い
る
と
同
僚
か
ら
Ｇ
・
Ｇ
な
る
も

の
に
誘
わ
れ
た
。
早
速 

運
動
具
店

で
道
具
を
買
い
求
め
た
が
、
こ
れ
が

高
価
で
び
っ
く
り
！ 

間
も
な
く
ル
ー
ル
も
マ
ナ
ー
も

解
ら
な
い
ま
ま
町
外
の
広
い
河
川

敷
が
試
合
場
に
な
る
公
式
戦
に
連

れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。
初
心
者
故
、

到
着
早
々
一
人
悠
々
と
練
習
を
始

め
た
と
こ
ろ
直
ぐ
に
本
部
役
員
か

ら
大
声
で
叱
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
こ
で
初
め
て
Ｇ
・
Ｇ
に
幾
つ
か

の
変
な
？
ル
ー
ル(

マ
ナ
ー)

が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
野
球
を
は
じ
め

ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
試
合

前
の
練
習
は
Ｏ
Ｋ
で
あ
る
の
に

Ｇ
・
Ｇ
は 

①
試
合
前
練
習
は
ご
法
度
。
道
具
に

関
し
て
は
同
じ
棒
状
の
物
で
あ

り
な
が
ら 

②
ク
ラ
ブ
と
言
わ
ず
ス
テ
ィ
ッ
ク

(

杖
？)

と
呼
ぶ
。 

③
ボ
ー
ル
に
も
軽
重
が
あ
る
。 

④
打
順
は
遠
近
に
関
係
な
く
決
め

ら
れ
た
打
順
通
り
に
打
つ
。 

⑤
エ
ー
ス(

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
・
以

下
Ａ)

が
出
た
時
は
８
ホ
ー
ル
合

計
打
数
か
ら
Ａ
１
本
に
つ
き
３

点
を
差
引
く
。 

⑥
ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
定
す
る
際
、
最

終
合
計
ス
コ
ア
が
同
点
の
場
合

は
Ａ
の
多
い
者
が
上
位
に
く
る

こ
と
。
（
実
際
に
は
Ａ
が
少
な
い

方
が
実
打
は
少
な
く
上
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
る
の
は
領
け
る
が 

こ

の
不
思
議
な
ル
ー
ル
は
理
解
に

苦
し
む
） 

        

こ
の
よ
う
に
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
ル
ー
ル
に
も
慣
れ
、
あ
ち
こ
ち
の

試
合
に
同
行
。
各
種
大
会
に
も
参
加

し
て
顔
を
合
わ
す
人
達
と
打
ち
解

け
、
気
楽
に
挨
拶
を
交
わ
せ
る
間
柄

に
な
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間 
左
足
の

痺
れ
症
状
は
進
行
が
遅
く
助
か
っ

て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
昨
年
２
月(

Ｈ
29)

今

度
は
右
臀
部
と
太
腿
裏
が
急
に
痛

み
始
め
た
。
痛
み
止
め
薬
を
呑
み
な

が
ら
Ｇ
・
Ｇ
を
続
け
て
い
た
が 

４

月
に
入
り
薬
も
効
か
な
く
な
り
歩

け
な
く
な
っ
た
。 

診
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
今
回
は

「
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
診
断

さ
れ
た
。
辛
抱
で
き
ず
あ
ち
こ
ち
調

べ
た
結
果 

日
野
記
念
病
院
に
名
医

(

高
橋
忍
先
生)

が
お
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
り
、
早
速
、
診
療
所
の
先
生

に
紹
介
状
を
お
願
い
し
、
５
月
１
日

に
手
術
を
う
け
10
日
後
に
無
事
退

院
。
あ
の
猛
烈
な
痛
み
か
ら
解
放
さ

れ
ひ
と
安
心
。 

し
か
し
、
ま
だ
右
足
に
突
っ
張
り

感
、
膝
下
か
ら
指
先
ま
で
強
い
痺
れ

が
残
っ
て
い
る
た
め
３
ケ
月
間
理

学
療
法
士
に
週
１
回
リ
ハ
ビ
リ
治

療
を
受
け
た
が
症
状
の
改
善
が
み

ら
れ
ず
今
日
に
到
っ
て
い
る
。 

現
在
、
老
生
と
同
様
の
症
状
で
困

っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
は
如
何
に

こ
の
「
病(

や
ま
い)

」
と
付
き
合
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
三
度
目
の
「
坐
骨
神
経
痛
」

に
よ
り
６
ケ
月
間
Ｇ
・
Ｇ
を
休
ま
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
も
の
の
、
右
足
を

引
き
ず
り
な
が
ら
も
復
帰
で
き
た

こ
と
を
有
り
難
く
喜
ん
で
い
る
。
こ

れ
迄
遊
び
の
つ
も
り
で
や
っ
て
き

た
Ｇ
・
Ｇ
が
今
で
は
大
切
な
リ
ハ
ビ

リ
替
り
に
な
り
健
康
維
持
に
役
立

っ
て
い
る
と
信
じ
次
の
試
合
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
。
今

や
老
生
に
と
つ
て
Ｇ
・
Ｇ
は
ス
コ
ア

勝
敗
は
さ
て
お
き
健
康
は
勿
論
、
呆

け
防
止
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
為

の
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

「
た
か
が
Ｇ
・
Ｇ
さ
れ
ど
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
」 

こ
の
歳
に
な
っ
て
身
体
障
害
者
？

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
老
い
先
短
い

わ
が
人
生
に
と
っ
て
身
体
的
、
精
神

的
健
康
維
持
の
為
の
特
効
薬
に
な

れ
ば
と
願
う
次
第
。 

        

   

今
年
も
、
大
学
祭
が
七
月
二
十
五

日
（
水
）
か
ら
二
十
七
日
（
金
）
ま

で
米
原
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
楽
し
く
・
仲
良

く
・
元
気
よ
く
」
で
す
。 

地
区
幹
事
様
よ
り
配
布
お
願
い
し

た
、
卒
業
生
の
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
て
展
示
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
こ
の
機
会
に
在
校
生
や
地

域
の
方
々
、
先
輩
と
の
ふ
れ
あ
い
交

流
を
深
め
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
が

学
生
募
集
の
た
め
の
一
助
に
な
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

友
人
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。
在
校
生
が
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

                     

    

滋賀県レイカディア大学 第 41期 

・60歳から入学できる大学です。 

・「入学して、こんなにたくさんの楽しい友人が 

できるとは思ってもみなかった」と多くの在校生が 

実感しています。 

・卒業生の多くが地域でボランティアや仲間づくり 

などの活動を楽しみながら生きいきと行っています。 

募集期間 平成30 年 6 月  1 日(金) 

              ～7 月31 日(火) 

 

大
学
祭
の
開
催
案
内 

昨年の大学祭の様子（卒業生の作品展示） 
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米
寿
を
お
迎
え
に
な
り 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 支
部
の
会
員
で
次
の

10

名
の

方
々
が
今
年
度
米
寿
を
お
迎
え
に

な
り
ま
し
た
。 

 14
期
文
芸
学
科 

大
久
保
む
ゐ
子 

15
期
園
芸
学
科 

 

松
本 

睦
美 

16
期
生
活
学
科 

 

小
寺 

静
子 

21
期
文
芸
学
科 

 

北
村 

宗
吾 

22
期
ス
ポ
レ
ク
学
科
佐
倉
喜
代
隆 

23
期
園
芸
学
科 

 

沢
村 

祥
延 

24
期
文
芸
学
科 

 

成
宮 

建
男 

25
期
文
芸
学
科 

 

北
川 

孫
一 

25
期
園
芸
学
科 

 

富
永 

八
郎 

26
期
文
芸
学
科 

 

田
辺 

一
義 

 

同
窓
会
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た

慶
祝
行
事
に
は
４
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

        

   

※
投
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
は
そ
の

ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た 
    

一
企
業
に
就
職
し
長
浜
・
大
垣
・

四
日
市
・
彦
根
の
事
業
所
で
単
身
赴

任
を
含
め
38
年
間
、
定
年
退
職
ま
で

勤
務
す
る
こ
と
が
出
来
、
多
く
の
人

と
の
出
会
い
は
私
に
と
っ
て
大
き

な
宝
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
涯
忘

れ
得
ぬ
数
々
の
思
い
出
や
会
社
で

の
経
験
を
今
後
の
生
活
の
糧
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。 現

役
を
引
退
し
て
27
年
経
過
。
老

人
会
行
事
へ
の
参
加
、
並
び
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
。
家
庭
菜
園
作
り

を
中
心
に
、
他
の
余
暇
は
今
は
亡
き

家
内
と
の
思
い
出
国
内
外
旅
行
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
２
年
前
よ
り
足

痛
中
止
）
へ
。
プ
ロ
野
球
観
戦
を
ス

カ
パ
ー
テ
レ
ビ
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
を
応
援
し
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。 

今
回
米
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
た
の
も
昔
の
体
力
の
蓄
積
と
皆

様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
の
賜
と
感

謝
し
喜
ん
で
い
ま
す
。 

加
齢
の
せ
い
で
一
昨
年
春
よ
り

聴
力
、
脚
力
が
衰
え
た
が
傘
寿
の
年

に
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
頂
い
た
「
寿
杖
」
を

支
え
に
何
時
ま
で
も
動
け
る
身
体

づ
く
り
を
目
指
し
介
護
保
険
を
利

用
し
、
毎
週
一
回
午
前
中
に
３
時
間
、

市
内
の
早
稲
田
イ
ー
ラ
イ
フ
の
体

操
教
室
へ
通
い
、
次
は
卒
寿
・
白
寿

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
同
窓

会
平
成
30
年
度
定
期
総
会
の
席
で

祝
詞
・
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
て

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

            

馬
齢
を
重
ね
て
今
年
で
88
歳
、

「
米
寿
」
の
意
義
深
い
年
を
迎
え
家

族
や
周
囲
の
方
々
か
ら
祝
福
を
う

け
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

ま
た
、
５
月
16
日
の
レ
イ
大
同
窓
会

総
会
の
日
に
は
「
長
寿
者
慶
祝
会
」

の
式
典
が
催
さ
れ
、
晴
れ
が
ま
し
く

も
皆
々
様
か
ら
祝
福
さ
れ
感
謝
、
感

激
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。 

い
ま
、
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
た

と
え
長
生
き
で
き
て
も
健
康
で
な

け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院

や
寝
た
き
り
に
な
れ
ば
本
人
だ
け

で
な
く
家
族
も
大
変
で
す
。 

私
た
ち
老
人
は
、
自
ら
の
心
身
の

状
態
や
、
家
庭
環
境
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
残
さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
に
生

か
し
て
前
向
き
な
姿
勢
で
生
き
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 

私
は
最
近
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
各
自
、
自
分

の
体
力
に
合
わ
せ
て
無
理
せ
ず
、
和

気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
が
で
き
ま

す
。 

休
憩
時
間
に
は
。
お
互
い
の
健
康
状

態
や
世
間
の
情
報
な
ど
、
お
し
ゃ
べ

り
に
花
咲
く
貴
重
な
ひ
と
と
き
で

す
。 互

い
に
良
き
仲
間
と
し
て
競
い

合
い
、
支
え
あ
っ
て
、
元
気
で
明
る

く
、
さ
わ
や
か
な
老
い
の
人
生
を
送

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

            
 

今
回
、
米
寿
の
お
祝
い
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
比
較
的
元

気
で
こ
の
様
な
年
ま
で
生
か
さ
せ

て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

レ
イ
大
に
は
、
私
の
趣
味
に
合
っ

た
ス
ポ
レ
ク
の
学
科
に
入
学
し
学

習
は
勿
論
、
信
州
、
沖
縄
、
阿
蘇
の

課
外
研
修
は
楽
し
い
思
い
出
が
一

ぱ
い
で
あ
る
。 

同
級
生
と
の
集
ま
り
は
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
主
と
し
て
月
一
回
が

隔
月
に
な
り
、
昨
年
か
ら
は
年
令
の

関
係
か
ら
御
無
沙
汰
に
な
っ
て
い

る
。 卒

業
後
の
活
動
は
、
公
民
館
文
化

協
会
の
ク
ラ
ブ
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
小
学
校
の
読
み
聞
か
せ
、
学
校
行

事
の
手
伝
い
、
社
協
の
玉
す
だ
れ
訪

問
、
学
習
と
し
て
古
文
書
と
地
域
の

歴
史
の
学
習
、
宗
教
に
よ
る
人
生
の

勉
強
等
と
い
ろ
い
ろ
な
人
達
に
教

え
を
受
け
て
お
付
合
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。 

特
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
22
・

23
歳
頃
が
始
ま
り
で
、
レ
イ
大
の
学

習
で
は
も
の
足
ら
ず
滋
賀
県
連
盟

に
入
会
し
、
会
員
の
仲
間
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
県
講
習
会
、
全
国
大
会
、

県
内
ク
ラ
ブ
の
パ
ー
テ
ィ
に
参
加

等
、
楽
し
い
思
い
を
し
て
い
る
。 

こ
の
様
に
充
実
し
た
活
動
が
出

来
る
の
も
妻
や
家
族
の
理
解
と
協

力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

        

し
か
し
、
体
力
の
低
下
で
今
後
の

活
動
に
不
安
を
感
じ
る
此
の
頃
で

す
。
自
分
の
思
い
通
り
に
活
動
で
き

な
い
事
は
残
念
で
淋
し
く
、
な
さ
け

な
く
、
悲
し
く
な
る
と
思
う
。 

そ
の
時
に
は
、
宗
教
心
が
必
要
に

な
る
と
思
う
。
今
学
習
中
の
、
真
宗

大
谷
派
の
故
曽
我
量
深
師
の
説
か 

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方 

か
ら
の
投
稿
で
す 

卒
寿
・
白
寿
を
目
標
に 松

本 

睦
美 

元
気
で
明
る
く 

さ
わ
や
か
な
老
い
の
人
生 

北
村 

宗
吾 

妻
や
家
族
の
理
解
と 

協
力
の
お
か
げ 

佐
倉 

喜
代
隆 
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れ
る
根
本
は
「
佛
が
私
の
体
に
同
体

さ
れ
て
共
に
悲
し
み
、
苦
し
ま
れ
、

楽
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
事
が
お

こ
っ
た
時
、
諦
め
で
な
く
、
心
機
一

転
や
り
直
そ
う
と
同
体
の
佛
が
思

わ
れ
、
私
の
行
動
に
現
れ
る
」
と
教

え
ら
れ
る
。
こ
の
事
を
感
得
出
来
る

よ
う
更
に
聴
聞
を
続
け
た
い
と
思

う
。 自

慢
話
に
な
っ
た
事
を
お
詫
び

し
、
レ
イ
大
、
レ
イ
大
同
窓
会
の
発

展
と
同
窓
生
の
ご
健
康
を
お
祈
り

し
ま
す
。 

    

こ
の
度
は
米
寿
の
お
祝
い
を
頂

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

何
時
の
間
に
か
年
を
重
ね
て
今
日

を
迎
え
て
振
り
返
り
ま
す
と
あ
ま

り
に
も
早
か
っ
た
事
に
驚
い
て
い

ま
す
。 

私
達
、
昭
和
一
桁
生
れ
は
満
州
事

変
突
入
の
期
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
そ

の
後
少
年
期
は
戦
時
体
制
の
中
で

成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
後
終
戦
を
迎

え
民
主
日
本
の
新
し
い
体
制
の
中

で
青
春
謳
歌
し
た
事
で
し
た
。
学
び

の
庭
も
男
女
共
学
の
新
し
い
波
で

し
た
。
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
あ
り

ま
し
た
。 

こ
の
世
情
の
中
で
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
が
誕
生
し
て
私
も
希
望
に 

燃
え
て
学
び
ま
し
た
。
特
に
園
芸
学

科
は
新
鮮
で
同
輩
も
意
気
に
燃
え

て
学
び
な
が
ら
語
り
合
っ
た
時
で

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
施
設

を
訪
ね
園
芸
を
通
じ
て
多
く
の
人

達
と
交
わ
り
感
謝
の
日
々
で
し
た
。 

激
動
の
世
界
の
中
で
私
達
は
感

謝
の
念
で
進
み
交
流
を
広
め
た
も

の
で
し
た
。
こ
の
中
で
も
、
み
ど
り

を
愛
す
る
心
を
各
所
で
会
得
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
さ
に
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
に
感
謝
す
る
事
大
で

あ
り
ま
す
。 

私
は
こ
れ
迄
に
い
た
だ
い
た
ご

縁
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

          

こ
の
度
は
か
ら
ず
も
米
寿
の
お

祝
い
を
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
に
学
び
早

く
も
15
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

地
域
の
役
職
も
ほ
ぼ
勤
め
終
え
て
、

仲
間
と
と
も
に
各
地
に
先
駆
け
て
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ゆ
う
わ
会
」
を

立
ち
上
げ
た
り
、
郷
土
誌
「
ふ
る
さ

と
い
む
ら
」
の
発
刊
や
、
か
つ
て
放

映
さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が
辻
」

の
ヒ
ロ
イ
ン
「
千
代
」
が
当
地
の
出

身
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
開
い
た
イ
ベ
ン
ト
に
、
千
代

に
扮
し
て
女
装
で
寸
劇
に
出
演
し

た
り
と
、
今
思
い
出
し
て
も
冷
顔
も

の
で
し
た
が
、
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。 

最
近
は
加
齢
と
共
に
体
力
も
衰

え
活
発
な
行
動
は
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
卒
業
後
同
期
の
有
志
と

と
も
に
「
夢
歌
会
」
と
名
付
け
、
小

西
久
二
郎
先
生
に
短
歌
の
ご
指
導

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
歌
会
は
毎
月

欠
か
さ
ず
、
こ
の
６
月
で
73
回
目
と

な
り
ま
し
た
。 

ま
た
個
人
的
に
は
６
年
前
に
「
短

歌
研
究
社
」
か
ら
拙
い
歌
集
で
す
が

『
鳰
鳥
と
共
に
』
を
出
版
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

生
涯
夢
を
持
ち
続
け
充
実
し
た

日
暮
ら
し
が
で
き
る
の
も
、
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
に
学
ん
だ
こ
と
、
恩
師
、

同
窓
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
の

賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

本
年
度
の
レ
イ
大
同
窓
会
に
出

席
で
き
ず
、
米
寿
の
祝
詞
と
記
念
品

を
頂
き
、
深
く
お
礼
を
申
し
ま
す
。 

顧
み
ま
す
と
、
私
や
、
こ
の
年
代

の
人
た
ち
は
、
多
く
の
困
難
に
耐
え

き
び
し
い
時
代
に
遭
遇
し
な
が
ら

も
、
幸
い
に
も
生
き
残
る
こ
と
が
で

き
、
今
日
も
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び

に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

私
も
、
小
学
校
在
学
中
に
大
東
亜

戦
争
が
始
ま
り
、
戦
い
が
長
引
く
に

つ
れ
て
本
土
へ
の
空
襲
が
激
し
く

な
り
、
そ
の
度
に
急
い
で
帰
宅
さ
せ

ら
れ
る
状
況
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

子
供
な
が
ら
に
、
不
安
が
募
る
学
校

生
活
で
し
た
。 

更
に
、
当
時
は
青
少
年
へ
の
軍
人

へ
の
志
願
が
強
く
呼
び
か
け
ら
れ
、

私
も
志
願
し
て
敗
戦
日
の
10
日
後

に
入
隊
す
る
予
定
で
し
た
が
免
除

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
国
内
の
混

乱
等
は
、
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

敗
戦
後
、
再
び
新
し
い
希
望
を
持

ち
、
教
育
制
度
の
改
革
等
で
新
制
高

校
か
ら
大
学
に
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
教
育
関
係
の
職
場
で
60
歳

の
定
年
ま
で
、
さ
ら
に
10
年
余
、
地

域
で
の
教
育
関
係
の
職
務
に
就
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

私
の
、
人
生
を
回
顧
す
る
と
き
、

そ
の
大
部
分
を
青
少
年
の
教
育
に

専
心
で
き
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
の
体
験
か
ら
、
今
後
の
わ
が
国
の

平
和
と
教
育
の
充
実
を
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。 

退
職
後
、
レ
イ
大
米
原
校
の
文
芸

科
に
入
学
し
、
学
習
を
通
し
て
自
然

へ
の
感
覚
や
豊
か
な
心
を
磨
く
こ

と
、
講
義
で
は
新
し
い
時
代
の
課
題

や
社
会
人
と
し
て
の
生
き
方
等
、
多

岐
に
わ
た
る
講
話
等
に
も
恵
ま
れ
、

価
値
あ
る
老
い
の
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特

筆
す
べ
き
は
、
新
し
い
学
び
の
親
し

い
友
人
た
ち
が
で
き
た
こ
と
で
す
。 

こ
の
年
に
な
っ
て
、
ま
だ
未
熟
な

人
生
を
顧
み
る
と
き
、
つ
ら
い
こ
と

苦
し
か
っ
た
こ
と
、
失
っ
た
も
の
、

過
っ
た
こ
と
等
の
事
実
は
変
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
教
訓

と
し
て
自
ら
の
心
を
「
織
り
直
す
」

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生
の

あ
り
方
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

   

   
 第

三
十
八
期
卒 

園
芸
学
科 

桂 

田 

貴 

子 

木 

田 

勝 

幸 

北 

村 

孝 

雄 

辻 
 
 

廣 

男 

中 

川 

幸 

治 

西 

川 

恵
美
子 

前 

田 

恒 

子 

三 

上 

ま
す
子 

健
康
づ
く
り
学
科 

富 

永 

節 

子 

林 
 
 

と 

く 

松 

居 

さ
と
子 

北
近
江
文
化
学
科 

高 

山 

五 

重 

中 

川 

豊
太
良 

中 

川 

善 

雄 

三 

俣 

繁 

美 

森 

田 

吉 

昭 
 

   

38
期
園
芸 

 

小
松
崎
次
雄
様 

20
期
文
芸 

 

吉
田 

芳
子
様 

13
期
ス
ポ
レ
ク
中
川
志
げ
子
様 

20
期
ス
ポ
レ
ク
橋
元 

高
明
様 

21
期
園
芸 

 

三
輪 

信
雄
様 

 

謹
ん
で
心
か
ら
ご
冥
福
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

  

物

故

者

を

悼

む 
２
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら 

北
川 

孫
一 

夢
を
追
っ
て 

成
宮 

建
男 

新
入
会
員
の
皆
様 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

米
寿
を
迎
え
て
感
謝
す
る
こ
と 

沢
村 

祥
延 


